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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 4,421,772 4,687,328 8,825,991

経常利益 （千円） 1,119,541 1,242,339 2,026,232

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利

益
（千円） 751,295 907,269 1,420,758

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 728,239 898,500 1,422,917

純資産額 （千円） 10,159,819 11,252,767 10,666,941

総資産額 （千円） 12,000,786 13,260,110 12,517,714

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 60.09 72.56 113.63

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.7 84.9 85.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 953,718 1,397,525 1,894,838

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △344,284 △274,346 △787,412

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △311,985 △313,088 △499,655

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 3,902,076 5,015,110 4,213,414

 

回次
第56期

第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 29.97 39.58

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は潜在株式がないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
 

２【経営上の重要な契約等】
　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
本文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末時点において当社グループが判断したものであり、

その実現を保証するものではありません。
 
（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米国を中心とした世界経済の回復を背景に企業業績が好調

に推移したことや雇用の改善に伴う消費の拡大等から底堅く推移しました。

当社グループ製品の主要需要先の状況といたしましては、自動車関連では新車販売が11ヶ月連続のプラスとな

る等国内販売が底堅く推移したほか、輸出も持ち直す動きとなりました。また、電子部品・デバイス関連におき

ましても、新型スマートフォン向けやITサイクルの改善等から順調に推移し、半導体製造装置等も忙しい状況と

なりました。このような環境のなか、超硬小径エンドミルの需要は概ね順調に推移いたしました。

当社グループでは、「INTERMOLD 2017」や「EMO Hannover 2017」等の各種展示会に出展し、より多くのお客様

へのアプローチを行ったほか、各地で技術セミナーを開催し、既存ユーザーとの関係強化を図りました。また製

品面では、ロングネックラジアスエンドミルの規格拡大を進め、最小コーナーR0.02mmをラインアップに加えたほ

か、高能率な４枚刃タイプを刃径0.2mmまで製品化いたしました。生産面では、前加工の自動化ラインを増強した

ほか、全加工における自動化比率の向上にも努めました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は4,687百万円（前年同期比6.0％増）、営業利益は

1,226百万円（同10.5％増）、経常利益は1,242百万円（同11.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は907

百万円（同20.8％増）となりました。

製品区分別の売上高では、「エンドミル（６mm以下）」が3,491百万円（前年同期比9.6％増）、「エンドミル

（６mm超）」が532百万円（同3.0％増）、「エンドミル（その他）」が306百万円（同21.7％減）、「その他」が

356百万円（同9.1％増）となりました。
 
（注）報告セグメントが１つでありますので、製品区分別に記載しております。なお「その他」の事業セグメン

トは、製品区分別の「その他」に含めております。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期連結会

計期間末と比べて1,113百万円増加し5,015百万円となりました。なお、当第２四半期連結累計期間における

キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期連結累計期間と比べて443百万円増加し1,397百万円となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益の増加により得られた資金と法人税等の支払による資金の流出など

によるものであります。

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期連結累計期間と比べて69百万円減少し274百万円となりました。

これは主に有形固定資産の取得による支出が減少したことなどによるものであります。

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期連結累計期間と比べて１百万円増加し313百万円となりました。

これは配当金支払額の増加によるものであります。
 

（3）会社の経営の基本方針

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている会社の経営の基本方針について重要な変更は

ありません。
 

（4）目標とする経営指標

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている目標とする経営指標について重要な変更はあ

りません。
 

（5）中長期的な会社の経営戦略

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている中長期的な会社の経営戦略について重要な変

更はありません。
 

（6）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 

（7）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、167百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,504,000 12,504,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数
100株

計 12,504,000 12,504,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１
日～平成29年９月30
日

－ 12,504,000 － 442,900 － 405,800
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エムワイコーポレーション 東京都品川区大井６丁目12－４ 1,248 9.99

株式会社ソルプティ 宮城県仙台市泉区泉中央２丁目10－３－702 1,217 9.74

ステート　ストリート　バンク　アンド　

トラスト　カンパニー

（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営

業部）

P.O.Box 351,Boston,Massachusetts

02101,U.S.A

（東京都港区港南２丁目15-１）

1,100 8.80

株式会社ティ・アイロード 東京都品川区南大井４丁目11-14 923 7.39

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 615 4.92

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 476 3.81

後藤　勇 東京都品川区 374 3.00

後藤　弘治 東京都品川区 324 2.60

後藤　隆司 東京都品川区 324 2.60

日進工具従業員持株会 東京都品川区南大井４丁目５－９ 250 2.01

計 － 6,856 54.84

　（注）１．平成25年４月３日付でフィデリティ投信株式会社から提出された大量保有報告書（変更報告書）において、

エフエムアール エルエルシーが平成25年３月29日現在で312千株を保有している旨の報告を受けております

が、当社として当第２四半期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況に

は含めておりません。なお、当社は平成26年10月１日付及び平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株

の割合で株式分割を行っておりますが、分割前株式数にて報告を受けております。

なお、フィデリティ投信株式会社の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　　　　　　　　　　　　　エフエムアール エルエルシー

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　245 Summer Street,Boston,Massachusetts 02210,USA

保有株券等の数　　　　　　　　　　　　　株式　312,600株

株券等保有割合　　　　　　　　　　　　　10.00％

２．平成29年７月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、大和証券投資信

託委託株式会社が平成29年６月30日現在で506千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社とし

て当第２四半期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めており

ません。

なお、大和証券投資信託委託株式会社の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

大量保有者　　　　　　　　　　　　　　　大和証券投資信託委託株式会社

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目９番１号

保有株券等の数　　　　　　　　　　　　　株式　506,700株

株券等保有割合　　　　　　　　　　　　　4.05％

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,501,600 125,016

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式      2,200 － －

発行済株式総数 12,504,000 － －

総株主の議決権 － 125,016 －
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②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

日進工具株式会社
東京都品川区南大井

四丁目５番９号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 （注）「自己株式等」の「自己名義所有株式数」及び「所有株式数の合計」の欄に含まれない単元未満株式が76株あり

ます。なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」に含まれております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,659,414 5,431,110

受取手形及び売掛金 1,422,167 ※ 1,490,841

商品及び製品 1,018,631 1,048,341

仕掛品 209,576 238,279

原材料及び貯蔵品 364,593 332,344

繰延税金資産 218,897 223,874

その他 78,178 52,948

流動資産合計 7,971,460 8,817,741

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,399,007 1,400,487

機械装置及び運搬具（純額） 1,788,049 1,720,999

土地 669,233 669,233

建設仮勘定 51,750 56,457

その他（純額） 139,590 121,086

有形固定資産合計 4,047,631 3,968,263

無形固定資産 118,102 150,756

投資その他の資産   

投資有価証券 26,565 27,975

繰延税金資産 152,480 152,056

その他 202,753 144,596

貸倒引当金 △1,278 △1,278

投資その他の資産合計 380,519 323,349

固定資産合計 4,546,254 4,442,369

資産合計 12,517,714 13,260,110

 

EDINET提出書類

日進工具株式会社(E01729)

四半期報告書

 8/17



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 230,168 245,978

未払法人税等 305,304 439,106

賞与引当金 237,557 245,062

役員賞与引当金 145,000 70,480

その他 436,745 514,983

流動負債合計 1,354,775 1,515,610

固定負債   

役員退職慰労引当金 361,558 437,540

退職給付に係る負債 134,440 -

その他 - 54,192

固定負債合計 495,998 491,732

負債合計 1,850,773 2,007,343

純資産の部   

株主資本   

資本金 442,900 442,900

資本剰余金 405,800 405,800

利益剰余金 9,804,003 10,398,678

自己株式 △151 △231

株主資本合計 10,652,552 11,247,147

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,595 4,582

為替換算調整勘定 10,792 1,037

その他の包括利益累計額合計 14,388 5,619

純資産合計 10,666,941 11,252,767

負債純資産合計 12,517,714 13,260,110
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 4,421,772 4,687,328

売上原価 1,976,760 2,039,123

売上総利益 2,445,012 2,648,204

販売費及び一般管理費 ※ 1,335,698 ※ 1,421,910

営業利益 1,109,313 1,226,294

営業外収益   

受取利息 25 15

受取配当金 233 233

受取賃貸料 8,100 8,100

作業くず売却益 3,885 5,679

保険解約返戻金 4,443 5,268

その他 3,500 3,804

営業外収益合計 20,188 23,101

営業外費用   

賃貸費用 7,421 7,012

為替差損 2,537 -

その他 - 43

営業外費用合計 9,959 7,055

経常利益 1,119,541 1,242,339

特別利益   

固定資産売却益 2,719 200

受取保険金 - 234,892

特別利益合計 2,719 235,093

特別損失   

固定資産売却損 27 -

固定資産除却損 3,272 1,227

減損損失 - 64,108

役員退職慰労金 10,000 -

役員退職慰労引当金繰入額 - 60,092

社葬費用 - 22,827

特別損失合計 13,299 148,255

税金等調整前四半期純利益 1,108,961 1,329,177

法人税等 357,665 421,908

四半期純利益 751,295 907,269

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 751,295 907,269
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 751,295 907,269

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 460 986

為替換算調整勘定 △23,516 △9,755

その他の包括利益合計 △23,056 △8,768

四半期包括利益 728,239 898,500

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 728,239 898,500

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,108,961 1,329,177

減価償却費 295,212 301,969

減損損失 - 64,108

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,547 7,505

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △68,000 △74,520

受取利息及び受取配当金 △258 △248

受取保険金 - △234,892

売上債権の増減額（△は増加） △39,587 △73,842

たな卸資産の増減額（△は増加） △94,200 △26,164

その他の流動資産の増減額（△は増加） 30,802 25,208

仕入債務の増減額（△は減少） △1,625 19,492

その他 105,416 43,256

小計 1,325,175 1,381,049

利息及び配当金の受取額 258 248

保険金の受取額 - 302,068

法人税等の支払額 △371,714 △285,842

営業活動によるキャッシュ・フロー 953,718 1,397,525

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △28,000 △16,000

定期預金の払戻による収入 60,000 46,000

有形固定資産の取得による支出 △352,392 △249,088

有形固定資産の売却による収入 3,835 200

無形固定資産の取得による支出 △14,046 △46,304

その他 △13,680 △9,155

投資活動によるキャッシュ・フロー △344,284 △274,346

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 - △79

配当金の支払額 △311,985 △313,008

財務活動によるキャッシュ・フロー △311,985 △313,088

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,039 △8,394

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 289,409 801,695

現金及び現金同等物の期首残高 3,444,288 4,213,414

連結子会社と非連結子会社との合併による現金及び

現金同等物の増加額
168,378 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,902,076 ※ 5,015,110
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当社及び一部の子会社について、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりで

あります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －千円 7,421千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

従業員給料 255,274千円 258,197千円

賞与引当金繰入額 93,596 105,912

退職給付費用 16,900 12,113

役員退職慰労引当金繰入額 18,660 15,890

役員賞与引当金繰入額 52,000 70,480

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額の関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金 4,324,076千円 5,431,110千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △422,000 △416,000

現金及び現金同等物 3,902,076 5,015,110
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 312,594 50 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日
後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月31日
取締役会

普通株式 187,556 30  平成28年９月30日  平成28年12月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 312,594 25 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額25円には、東京証券取引所市場第二部へ市場変更されたことに対する記念配当５円が含まれてお

ります。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日
後となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月31日
取締役会

普通株式 250,074 20  平成29年９月30日  平成29年12月１日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平

成29年４月１日　至平成29年９月30日）

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループでは、製品の製造様式、製品の市場及び顧客を系統的に区分した製品部門別に戦略を構築し、事

業活動を展開しております。

したがって、当社グループは製品部門別のセグメントから構成されており、「エンドミル関連」と「その他」

の２つを事業セグメントとしております。「エンドミル関連」は当社グループが営む主力の事業であり、超硬小

径エンドミルを中心とした切削工具の製造販売にかかる事業であります。また、「その他」は工具ケースを中心

としたプラスチック成形品の製造販売にかかる事業であります。なお、「エンドミル関連」は、製品のサイズ等

により、エンドミル（６mm以下）、エンドミル（６mm超）、エンドミル（その他）に区分しております。

なお、「その他」の事業セグメントの売上高、利益又は損失の額及び資産の金額がいずれもすべての事業セグ

メントの合計額の10％未満であるため、報告セグメントを１つとしております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 60円09銭 72円56銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 751,295 907,269

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
751,295 907,269

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,503 12,503

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年10月31日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………250百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月１日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

日進工具株式会社(E01729)

四半期報告書

16/17



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年10月31日

日進工具株式会社

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木間　久幸

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡　　賢治

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日進工具株式会
社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成
29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・
フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日進工具株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態
並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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